
8月18日にかけての大雨の見通し 津地方気象台
2022年8月17日

【注意報・警報発表の見通し】
早期注意情報（警報級の可能性）：【北中部】18日24時まで 【南部】17日18時～18日24時まで 大雨[中]
日本海に停滞している前線上に、新たに低気圧が発生して北東に進み、低気圧からのびる前線が１８日にかけて

本州上を南下する見込みです。三重県では、前線に向かって暖かく湿った空気が流れ込むため、１８日昼前にかけ
て大気の状態が非常に不安定となり、雷を伴った激しい雨や非常に激しい雨が降り、大雨となる所があるでしょう。
雨雲が予想よりも発達し、停滞した場合には、警報級の大雨となる可能性があります。
雨の強さのピークは、18日明け方から朝にかけての見込みです。
【気象台の体制】 17日夜、18日夜の両日ともに、宿直体制ですが、大雨の状況によっては体制を強化します。

三重県では、１８日昼前にかけて雷を伴って激しい雨や非常に激しい雨が降り、大雨となる所があるで
しょう。土砂災害、低い土地の浸水、河川の増水に注意・警戒してください。

地上天気図（17日06時） 予想天気図（18日21時）

【雨量予想】
18日にかけて予想される1時間降水量は、いずれも

多い所で、
北中部：50ミリ 南部：40ミリ

17日12時から18日12時までに予想される24時間降水量
は、いずれも多い所で、

北中部：100ミリ 南部：80ミリ
の見込みです。

三重県気象情報について：今日（17日）夕方に、標題を
「大雨と雷及び突風」に変更し、発表予定です。

前線に向かって暖かく
湿った空気が流れ込んでいる



8月18日にかけての大雨等の見通し 津地方気象台
2022年8月17日

※注意報や警報は、注意報級（黄塗り）や警報級の現象となる、
概ね３～６時間前をめどに、「リードタイム」をとって発表します。

ピークと考えられる時間帯


